
恣靭拒邪拒見恐但呈宮

叡強カモー～一
み まわ かずおお でんきせいひん

わだしだちの身の回りには数多くの電気製品ガ
ぶひん ひと

あり、それらに欠力すことガできない部品の一つ
げんぎい こ が た か こうせいのうか

ガモーターです。現在では小型化、高性能化され
りよう

て、いろいろなところで利用されています。ここ
かんたん づく とお

では箇単にできるモーター作りを通して、その基
ほんてき し がくしゅう

本的な仕組みを学習します。
てつ たけ

いらなくなつだペットボトル、鉄ワギ、竹くし
みじか て はい ざいりょう

など身近ですぐ手に入る材料をつ力つてモー

ター作りをしましよう。

r

つ
一緬肇'• 

かくがた

。ペットボトル（角形350mllのもの）
ひらがたじしやく こ きょうりょく

。平型磁石 E個（強力なもの）

。竹ぐし、竹ひこ 。鉄クギ (45圃-50圃）
せん

尋エナメ）、レ線 (0.4mmで2m-3 m) 
とっせん

R ピニル導線 (30cm)
かんでんち たん がた ほん

。乾電池（単2型E本）
よう

鬱電池ボックス（単四型 E本用スイッチ付き）

リップ (Lサイズ）
だん

。プロペラ R プラスチック段ボール

道具
。ビニルテープ 。セロ八ンテープ

ッター 。ペンチ

かいてんしづく

1 "モーターの回転子作り
ま

(1) 鉄クギ 4本をしんにしてエナメル線を巻き、コイル
かんが

を作るバランスを考え、 2本ずつの鉄クギで竹ひごを

はさむようにして、エナメル線を200回ぐらい巻く。巻
ほうこうお な む はし

く方向は同じ向きになるようにする。エナメル線の端
のこ

は20cmくらい残しておく。

じくそ おかえ

(2) エナメル線の端は竹ひごの軸に沿って折り返して、
さゆう

テープでとめる。このとき、コイルの端が左右であれ
じょうげ がわ りょうはし

ば、竹ひごの軸の上下にあたる側にエナメル線の両端
こてい ぶぶん

を固定する。軸の部分のエナメル線のエナメル部分を
かみ

紙ヤスリやカッターでよくはがしておく。

ほんたいぶ

2 .. モーターの本体部作り
そこちゅうおう とお

(1) ペットボトルのフタと底の中央に、軸が通るよう
ねっ あなあ さ

に、ドリルや熱したハンダごてで穴を開ける。（この作
ぎょう せんせい ねが

業はインストラクターの先生にお願いしましょう。）

(2) ペットボトルに回転子が組み込めるように、カッ
つか おお き ぬ

ターを使って大きく切り抜く。
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しん

(3) 中心に穴を開けたペットボトルのフタに
へんけい

クリップ (Lサイズ）を変形したものをビニ
せいりゅうし

ルテープで固定し、整流子を作る。

(4) 回転部をペットボトルに開けた開口部から
と

し込み、取り付けます。竹ひごはちょうど
なが

よい長さでカットする。

1" 

3 .. 
いちあ そとがわじ

(1) コイルの位置に合うように、ペットボトルの外側から磁
しゃく きょく

石のN極と S極が向かい合うようにして、テープではりつ

ける。このとき、ペットボトルのフタに取り付けたクリッ
せってん むす ほうこう たい ちょっかく じしゃく

プの接点を結ぶ方向に対して直角になるように磁石を取

り付ける。

たほう

(2) ビニ］レ導線の一方を電池ボックスに、他方をペットボト

ルのフタに付けたクリップに取り付ける。これでモーター
かんせい まわ

部分の完成。乾電池を入れて回してみましょう。

｀
 

4. 
さき

(1) 回転軸の先にプロペラを付けて、
じゅうぶん りょく な

回してみよう。十分な回転力が無い
いちどちょうせい

ときは、ここで、もう一度調整をす

る。

せい いた

(2) 台車となるプラスチック製の板に

軸を通し、タイヤを付ける。

＜
 

り

およ

(3) モーター及び電池ボックスを台車
りょうめん は

の上に両面テープで貼り付ける。こ

れで「プロペラで動く自動車」の完成。
かいてん

※よく回転させるためのポイント
どうきょく

モーターは磁石の同極どうしがしりぞ
だ つぎてん

を生み出している。そこで、次の点
なが でんりゅう

① コイルに流れる電流の大きさ
ま すう

② コイルの巻き数
でんりゅうなが せっしょく

③ 電流の流れやすさ（整流子部分の接触）
きょうじゃく

④ 永久磁石の強弱

ったり、

してみよう。

うしが引き合ったりする力を使って
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